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議案第２号５８号。　議案第５６号・５９号・６２号に不同意であり反対討論を行います。つまり、２０１８年度からの甲府市の国民健康保険の保険料限度額の４万円の負担増及び職員給与条例の改正と新たな人事評価制度の導入に反対するものです

　国保保険料限度額の負担増の反対について
· まず、甲府市の国保保険料の限度額、つまり上限となる保険料額を４万円に引上げ

年間８９万円の負担増とすることについてです。
あまりにも激しい負担増が連続して行われています
2007年度　では６２万円の限度額が
2008年度　は６８万円に
2009年度　は６９万円に
2010年度　は４万円　負担増となり　７３万円に

2011年度　さらに　４万円負担増となり　７７万円に

2014年度　さらに　４万円負担増となり　８１万円に

2015年度　さらに　４万円負担増となり　８５万円に
2016年度　さらに　４万円負担増となり　８９万円の限度額にするというのです。
この６年間だけをみても５回の連続した負担増で　２０万円も引き上げられています。もっと坂登れば　１９９３年の国保保険料の限度額は46万円でした。それが８９万円になるのですから　すさまじい負担増ではないですか。
しかも、２年後には国保を都道府県単位で統合する広域化がありますから、それにむけて、さらに連続して限度額の引上げが予想されます。
· 私は　税金でも保険料でも　所得の多い世帯から　富裕層からの応分の負担を求め
ることに賛成するものです。日本では富裕層や大企業への負担が甘すぎます。黒字の大企業への法人税や富裕層への累進課税をしっかりさせ所得格差と貧困を是正させる所得再分配機能を高めるべきです。それは財政上の民主主義として当然なことです。当然、国保保険料の限度額が本当に高額所得者に対してなら歓迎します。
●しかし、国保に加入している被保険者にはその性格上、富裕層や高額所得者などはいません。国保保険料の限度額引上げで負担増となる世帯所得は、基礎賦課額でみると４人世帯で所得５２５万円ほどから、後期高齢者支援分は所得７８６万円からです。これが高額所得者とか富裕層といえますか。この世帯の所得は明らかに中間層の世帯です。

中間層とは、厚生労働省の基準でみると、2人以上の世帯であれば年収500万円から1000万円が、中間層世帯としています。つまり、国保の限度額引き上げ対象とは保険料がとりやすい中間層の世帯からとっていくだけのことであり、中間層の生活苦を進めることとなってしまいます。
●確かに、今回、所得の低い世帯への改善もはかられていますが、その規模と内容はわずかであり、軽減措置では５００万円ほど減額。この限度額引上げで２５００万円ほどの収入額は増額ですから、結局、相殺して２０００万円ほどが甲府市の国保会計の収入になっただけであり、所得の低い世帯への軽減援助にも繋がっていません。

●また、この限度額引上げは、閣議決定による政令ですから、保険者である自治体の判断で限度額を４万円値上げすることができる」ということだけであり、その自治体の判断で「値上げしない」こともできるものです。
今回の厚生労働省の施行通知にも何と書いてありましたか？こう書いてあったはず
です。「各保険者においては、これまで同様、それぞれの保険料賦課の実情に応じて　引き上げる幅や　引上げ時期を判断することが可能」。つまり保険者である甲府市が「値上げしない」ことも「延期すること」も　できるとしています。これは国の責任逃れのやり方でもあります。国の国保会計への国庫支出金の割合を後退させたことがそもそもの問題です。
· しかし甲府市としてもどれだけ国保に加入している市民のために汗をかいてきたか

疑問です。国をして「限度額の引上げについては自治体で決めていいよ」というなら甲府市は、引上げをしないでもいいのです。
他市と比べて甲府市は一般会計の繰入金が少なすぎます。また、中学生までの医療
費患者負担無料とするのなら、それだけ医療機関に行きやすくなるのですから、甲府市は医療費の公費負担分３割をうめるだけでなく、その国保支出への波及分をしっかり一般会計から繰り入れるべきです。
●このままでは２年後に広域化があるだけに、国のやり方と甲府市の国保は心配です。
甲府市の人口で27％　世帯の35％　の市民が国保加入者です。この国保に加入している市民の健康と暮らしを守るために、また今後とも予想される連続した保険料の限度額の引き上げをぜひとも抑制すべきです。そのため今回の限度額の引上げに同意することはできません。
新たな給与条令と新たな人事評価制度の導入について
●職員給与条例の改正と新たな人事評価制度の導入についてです。甲府市の新たな給与条令と新たな人事評価制度の内容について、私はかなり心配しています。これでは、総務省の方針を、ほぼそのまま自治体で反映させたもので、自治体として、職員のみなさんへの配慮がみえないからです。県内でも全国でもここまでストレートの制度としている自治体はすくないはずです。
●基礎自治体である市町村は　市民と直接向き合う仕事です。それを担うのは市の職員の皆さんであり。それは地味であっても、地味であるからこそ　尊い公務です。当然、　市の職員のみなさん健康で元気がなければ、市民のためのいい仕事ができないことになります。

今回の新たな給与制度と人事評価制度は、減点主義の要素が強いだけに　職員の皆さんに余分なストレスを強め　心身の健康を損なうものだとおもいます。
●給与制度では、職務の各級にもあった主任や副主幹をなくし「一つの級に一つの職務」になっています。これでは、知識と経験が加味されず、役職がつかないと給与に反映されません。
特に現業や病院はどうなりますか？　市立甲府病院では、ようやっと看護師不足から逃れ、人材の確保によって閉鎖病棟をなくしたのはついこの間のことです。低賃金を強いる新たな給与制度で離職率を高めてしまっていいのでしょうか？
●新たな人事評価制度は、その運用のやり方によって、加点主義ではなく、減点主義が強調されることになります。減点主義は絶対によくありません。本来職員の身分をまもるための分限処分が、これからの意味あいが変わって、分限処分による一方的な運用で、降任、降格、降号と結びつけられることとなります。
そして人事評価で成績が悪ければ、すぐ指導となり、ストレスを強めるだけのバッシングになりかねません。また、課長さんなどの評価をつける側も、大変になります。本来の業務以外に部下のマイナス評価もマイナスの処遇もすることになり大変なストレスとなります。それで職場は人間関係がよくなり相互に助けあうこと果たしてできるとおもいますか

●そもそも甲府市の職員数は多くて職員さんはラクをしていますか？　そんなに高額な給与ですか？  
もし、そう思う人がいたら、３０年前４０年前のイメージからの風評被害をまに受けているだけです。日本の地方公務員数も、国際的にも極めて少ないものですし、甲府市の職員数は多いとはいえません。この１０年間で職員数は約１００名も減っています。守るべき条令定数より４００名ほども足りません。総合人件費でも全国より低く、国の勝手な指標であるラスパイレスをみてもさがっています。市民一人当たりの職員給与額もこの１５年間ほどで１万５０００円ほどもさがっています。
· 仕事はますます増えるばかりで、職員の皆さんの年休や夏休みの消化率も低下して
います。定期健康診断の結果をみても不調な人は今や民間の割合より多くなってきています。そして病気休職者の数も、自己都合退職者の数も少なくありません。
●しかもこれから様々な事業や業務が目白押しです。
「開府５００年事業」「市立動物園１００周年事業」「街なか再生　甲府城周辺地域活性化」「リニア駅周辺整備などの事業」「中核市への実現」への取組み、それに「サマーフェステイバル」これ以外に通常の「上下水道・道路や橋・公共施設などの更新」「税務部が市民部に統合」「子ども未来部」の創設など、さらにまた、「国保の広域化」ではありませんが、国による様々な取組みや制度変更がはじまっています。

●これは、財政が大変だけではありません。　職員の皆さんの業務が大変ということです。そして過重労働で心身が疲れた職員さんを『心身の故障のため、職務の遂行に支障があり』として分限処分としてたたくのでしょうか？
●これではいけないと思います。新たな給与制度、新たな人事評価制度の制度設計に問題がありますが、特にこれからのその運用をどうするのかです。甲府市の新たな人事評価制度でまだ救えるのは相対評価ではなく絶対評価です。つまり無理やり比率で最下位ランクをつくるのではなく、みんなが頑張ったのなら、「頑張った」とすることができるからです。
もしこの運用にゆとりと幅を持たせないで、直線的におこなうのなら、いままでなく職場の人間関係は混乱しストレスがつよまり職員の皆さんの心身の健康を奪います。そしてその結果市民への丁寧でいい仕事はできなくなってしまいます。
●幹部当局の皆さんは、快適職場形成の責任と心身の安全配慮義務があることをしっかり認識していただきたい。

今後とも心配な新たな給与制度と人事評価制度となったからには、ぜひ人間味のあるやさしい運用にこころがけるべきであり、また制度上で見直し・是正すべきことや改善すべきことは日々検討すべきです。
●そのため心配な新たな制度に反対すると共に、ぜひこの運用における配慮と制度の見直しの継続を強く要望するしだいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上です。
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